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平成１９年８月３日

土 木 部 都 市 計 画 課

主幹 牛嶋（内線4311）

第１１回 京奈和自動車道（大和北道路）
環境影響評価検討専門部会〔議事要旨〕

１．開催日時
平成１９年 ８月３日（金） ９：３０～１１：３０

２．開催場所
奈良県 新公会堂

３．出席者
池田有光、小船武司、○斎藤峻彦、瀬林伝、西田正憲

＜敬称略、五十音順、○印は部会長＞

４．議事
本日の専門部会では、環境影響評価評価書（案）について審議頂いた。

委員からの主な発言は以下のとおり。

○ 大気質や騒音の評価に記載している「必要な把握」については、前後の関係か

ら適切に表現を検討すべき。

○ 京都府知事意見の低周波音の事後調査についての回答は、検討が必要である。

○ 奈良県知事意見の文化遺産に対する回答において 「モニタリング検討委員会」、

の検討後に更に専門家の意見を聞くように読める。

○ 騒音・振動等での環境保全措置の検討の記述について、適切に表現を検討すべ

き。

○ 南側換気塔の景観については、周辺の土地利用の状況等を踏まえて、環境影響

評価が行われたことを見解に示せないか検討すべき。

○ 鳥獣類・生態系については、適切に評価されている。

○ よりわかりやすくなるよう、評価書の構成等を検討すべき。

評価書のとりまとめについては、部会長に一任された。


